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問1 藤原道長の家系を示す記録において、娘の彰子が一条天皇の后となり、さらに別の娘である威子が後一条天皇の、嬉子が後朱
雀天皇の后となっている状況から読み取れる、藤原氏が長期間にわたって権力を維持できた理由として最も適切なものはどれ
ですか。 （2022年　熊本県公立入試　類似）

1.  複数の娘を異なる天皇の后にす
ることで、どの代の天皇に対して
も常に母方の親戚という優位な立
場を確保し続けたから。

2.  娘を天皇の后にすることで、武
士の勢力を抑え込むための軍事的
なネットワークを朝廷内に構築し
たから。

3.  娘たちがそれぞれ別の荘園を管
理することで、藤原家全体の経済
基盤を分散させ、財政の安定を図
ったから。

4.  天皇を退位させて上皇とし、院
政を開始するための準備として娘
たちを宮中に送り込んだから。

問2 平安時代初期、最澄が唐で学び、比叡山に延暦寺を建てて広めた仏教の宗派として正しいものはどれですか。 （2024年　香川公立入試　

類似）

1.  天台宗 2.  真言宗 3.  浄土宗 4.  時宗

問3 12世紀の日本と諸外国との貿易に関する記録には、ある人物が航路や港を整備して貿易を拡大させたことが記されています。
この人物が、武士として初めて就任した最高官職の名称として正しいものはどれですか。 （2024年　宮城県公立入試　類似）

1.  天皇に代わって政治を行う摂政 2.  成人後の天皇を補佐する関白 3.  朝廷の最高機関である太政官の
トップである太政大臣

4.  幕府を開くために朝廷から任命
される征夷大将軍

問4 11世紀末、後三条天皇のあとを継いだ白河天皇は、天皇の位を退いた後も「上皇」として政治の実権を握り続けました。それ
までの藤原氏を中心とした摂政や関白による政治を抑えるために始まった、この政治形態の名称を選びなさい。 （2016年　山形県公立

入試　類似）

1.  院政 2.  摂関政治 3.  親政 4.  武家政治

問5 平安時代中期、藤原道長は自身の娘を次々と天皇の后（きさき）として送り込み、その娘が生んだ子が天皇に即位すると、自
らは天皇の母方の親戚として政治の実権を握りました。このような立場を指す言葉と、道長やその子の頼通が行った政治体制
の名称として正しい組み合わせを選びなさい。 （2024年　奈良公立入試　類似）

1.  外戚（がいせき）の立場を利用
した、摂関政治

2.  院（いん）の立場を利用した、
院政

3.  執権（しっけん）の立場を利用
した、合議制の政治

4.  将軍（しょうぐん）の立場を利
用した、幕府政治

問6 歴史上の人物の事績をまとめた資料において、弟子の円仁に関連する項目の中で「比叡山に延暦寺を建てて天台宗を広めた
師」として紹介される僧侶の名前と、その人物が開いた宗派の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2024年　山形公立入試　類

似）

1.  最澄 ― 天台宗 2.  空海 ― 真言宗 3.  最澄 ― 真言宗 4.  空海 ― 天台宗

問7 平安時代の遺跡から出土する青磁（陶磁器）は、当時の文学作品の中にも、貴族の生活を彩る貴重な品物として描写されるこ
とがあります。このように、中国の大陸から輸入された品物を取り入れつつも、日本の風土や好みに合わせた独自文化が発達
した時代の文化を何と呼びますか。 （2024年　栃木公立入試　類似）

1.  飛鳥文化 2.  天平文化 3.  弘仁・伴野文化 4.  国風文化

問8 平清盛が行った、武家政権としての経済的な基盤を強化するための政策として最も適切な説明を、次の中から選びなさい。
（2026年　埼玉公立入試　類似）

1.  現在の神戸市にあたる大輪田泊
を修築し、中国の宋との貿易を積
極的に進めて富を蓄えた。

2.  全国に守護と地頭を設置し、各
地の軍事権と警察権を掌握するこ
とで徴税を安定させた。

3.  有力な御家人による合議制を導
入し、裁判の公平性を高めること
で経済活動を活性化させた。

4.  新皇と自称して関東に独自の朝
廷を樹立し、地方独自の税制を確
立しようとした。

問9 現在の京都の市街地には、二条や三条といった数字を用いた通り名が残っており、南北と東西の道路が直角に交わる「碁盤の
目」のような整然とした街路が見られます。このような都市計画のモデルとなった中国の唐の都と、この都を建設した天皇の
組み合わせとして正しいものはどれか。 （2022年　岐阜公立入試　類似）

1.  唐の都：長安、天皇：桓武天皇 2.  唐の都：洛陽、天皇：聖武天皇 3.  唐の都：長安、天皇：天武天皇 4.  唐の都：北京、天皇：桓武天皇


